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	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	平成24年11月 8日（木曜日）　10時 ～ 15時  　 　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	①今月の樹 ｢ハンノキ｣  ②「中・晩秋の樹木観察」 　③野外観察

	講師
	児玉勝久講師、坪田義治講師　 

	参加者数
	44名

	内容
（項目と概要）
	①今月の樹「ハンノキ」（児玉講師より）
　・ハンノキは水を好み湿地に育って、特に北日本に多い樹木で、昔は稲架用に水田に植えられたり、痩地の緑化に使われていました。今では用途はないと思っていましたが、信州や静岡の「わさび田」に植えられているとのことです。
②「中・晩秋の樹木観察」（児玉講師より）

　・いろいろな樹木の葉が色づき始めたこの頃ですが、中・晩秋の樹木の生き様の観察
ポイントとして、葉の変化（紅葉・黄葉・落葉）の意味と、果実・種子の成熟や散布の
様々な形態について、資料に基づいてお話しがありました。
③野外観察について

・ルート：管理事務所→みどり橋→展望台→徳川大坂城採石場跡→湿原→西宮研修
センター→ハナノキ→愛の像→自由広場→西入口付近→管理事務所
　・樹木観察については児玉講師が、徳川大坂城採石場跡から湿原(草本)については
坪田講師が行いました。
・樹木の葉のもみじでは、サクラやカキはピークを過ぎましたが、ツタなどのツル性植物やハゼノキ・ヌルデなどのウルシ科は今が盛りでした。特にツタは多くの場所できれいに色づいて見事でした。イロハモミジなどのカエデ類も全体としてはこれからの様子でした。また、果実ではイイギリ・トベラ・ウメモドキ・ヌルデ・カナメモチ・ネズミモチ・

マユミ・ツル性植物などが目につきました。

・徳川大坂城の石垣用に切り出した花崗岩を観察しました。石にくさびを打ち込んだ

痕跡や切り出した石に目印として掘った九州・佐賀の鍋島藩の刻印などを見学しま

した。加工した巨大な花崗岩は、谷川で海辺まで運び、大坂城へ運んだとのことです。
　・キク科のオケラを観察しました。魚の骨のような苞葉が枯れた頭花を包んでいました。

　 湿地ではセンブリ・ウメバチソウ・スイラン・リンドウ・ワレモコウ・アキノキリンソウ・コウヤ
ボウキなどを観察することができました。
・昼食時： 大地さんの指導で、ダイオウショウの葉を使ってリースを作り、花や果実を
　        付けて、各自お土産にしました。

	 まとめ
　感想
	晴れて気持ちの良い観察日和でした。もみじではハナノキが色づいてきれいでした。
一枚の葉でも、部分によって黄色や赤色、緑色に色分けされていて、感激しました。
一方、ハゼノキのもみじは、色づきの鮮やかさがあまりないように感じました。
さらに、今回廻った湿原では草本の種類も多く、観察して大変良かったと思いました。


